
福島第一原子力発電所 復水貯蔵タンク（ＣＳＴ）を水源とした
１～３号機原子炉注水の運用開始について

○ CST炉注水系の運用開始により原子炉注水系の信頼性が向上。

① 耐震性、耐津波性の大幅な向上（水源：復水貯蔵タンク（以下、CST）、電源：タービン建屋２
階、屋外配管：簡易トレンチ設置）

② 免震重要棟での遠隔操作（ポンプ起動、流量調整）による線量低減

③ 各号機に設置された2台のポンプの電源分割、自動起動による信頼性向上

④ 各号機同一仕様による運転性、メンテナンス性向上

○ 本日（７月５日）、CST炉注水系による１～３号機原子炉注水の運用を開始した。

○ このCST炉注水系の運用開始により原子炉注水系全体の信頼性が向上する他、建屋周辺にあるＣＳＴを
水源とすることで、屋外にある原子炉注水に関わるループが縮小される（約４ｋｍ→約３ｋｍ）。
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（参考）原子炉注水に関わる循環ループについて
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実線：CSTを水源とした循環ループ
点線：これまでの大循環ループ


